
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
は
超
能
力
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
べ
き
な
の
か

～
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
～

　
　
　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

日
時	

令
和
6
年
4
月
21
日（
日
）

	

（
開
場　

午
後
1
時
）

講
演	

午
後
1
時
30
分
～
4
時

※
講
演
は
Z
o
o
m 

配
信
も
あ
り
ま
す
。

会
場	
北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通	
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

※
Z
o
o
m
配
信
参
加
費
も
会
場
参
加

費
と
同
様
で
す
が
、
４
月
17
日
（
水
）

ま
で
の
お
申
込
み
＋
お
振
り
込
み
が

必
須
と
な
り
ま
す
。

　

お
振
り
込
み
確
認
後
、
４
月
20
日　
　

（
土
）
ま
で
に
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ　

Ｄ
」
と
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ス
コ
ー　

ド
」
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

	

Z
o
o
m
配
信
ご
希
望
の
方
は
以
下
の　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
「
お
名
前
」
と
「
メ
ー　

ル
ア
ド
レ
ス
」、「
会
員
」
ま
た
は
「
一　

般
」
の
別
と
「
４
月
21
日
秋
山
眞
人　

氏
配
信
希
望
」
と
書
い
て
お
申
込
み　

願
い
ま
す
。

http://psi-science.org/ins/toi.htm
l

講
演
内
容

超
能
力
現
象
に
は
、
心
と
物
質
の
つ

な
が
り
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
U
F
O
問

題
な
ど
様
々
な
他
の
超
常
現
象
と
の
つ
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今
月
号
の
記
事

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
51
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告 

◎
第
15
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
全
国
大
会
研
究
発
表
者
募
集

◎
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
置
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
４
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る
Ⅱ

◎
魂
の
向
上
と
は
？

6−3･4

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

三
千
円
以
上
の
ご
寄
付
に
対
し
ま
し

て
は
返
礼
品
と
し
て
、
古
書
価
値
の
高

い
「
念
波
」
を
、
五
千
円
以
上
の
ご
寄

付
に
対
し
ま
し
て
は
返
礼
品
と
し
て
、

古
書
価
値
の
高
い
「
グ
ラ
ビ
ト
ニ
ッ
ク

ス
」と「
念
波
」を
お
送
り
致
し
ま
す
。



2

な
が
り
が
考
察
で
き
、
ま
た
、
今
後
の

未
来
予
測
や
経
済
と
絡
む
重
大
な
問
題

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
命
」
の
根
本
に
関
わ
る

問
題
で
も
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
解
明
が

難
し
い
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
探
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
説
か

れ
て
い
な
い
実
用
的
な
超
能
力
の
実
践

法
も
で
き
れ
ば
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
分
か
り
ま
す
が
、
秋
山
眞
人
氏
は

1
9
7
0
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
日
本

に
お
け
る
超
能
力
ブ
ー
ム
で
中
心
に
な

っ
て
活
躍
さ
れ
た
能
力
者
で
も
あ
り
、

ま
た
サ
イ
や
未
知
能
力
の
研
究
者
で
も

あ
り
、
ま
た
企
業
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

も
多
数
し
て
お
ら
れ
る
こ
の
分
野
で
長

く
マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
第

一
人
者
で
す
。

今
回
本
部
例
会
と
し
ま
し
て
、
長
時

間
の
御
講
演
と
質
疑
応
答
時
間
を
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆

様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
秋
山
眞
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
静
岡
県
下
田
市
生
ま

れ
。
射
手
座
。
精
神
世
界
の
長
老
と
も
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。

13
歳
の
頃
に
神
秘
体
験
。
後
、

1
9
7
4
年
に
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
来

日
と
と
も
に
、
超
能
力
少
年
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
警
察

官
、
郵
政
事
務
官
と
い
う
2
つ
の
公
務

員
生
活
を
経
て
（
7
年
間
）、
上
京
。

商
社
、
出
版
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
研
究
を
重

ね
る
。
並
行
し
て
、
現
在
で
は
日
本
最

古
と
な
る
潜
在
未
知
能
力
の
実
用
性
研

究
を
行
う
研
究
所
を
運
営
。
そ
の
間
、

2
誌
の
雑
誌
の
編
集
長
を
兼
務
す
る
。

「
人
の
才
能
や
個
性
」
を
良
い
感
情

で
引
き
出
し
た
り
、
よ
り
強
化
す
る
こ

と
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
人
を
自
由
と

幸
せ
の
領
域
に
案
内
す
る
の
が
天
命
で

あ
る
と
い
う
。
お
も
し
ろ
い
人
に
会
う

の
が
趣
味
。
出
版
25
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
日
本
中
の
各
分
野
の
セ
レ
ブ
が

2
0
0
人
以
上
か
け
つ
け
た
ほ
ど
で

あ
る
。
国
内
の
大
学
で
は
心
理
学
、
哲

学
、
宗
教
学
を
学
び
、
大
正
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
宗
教
学
博
士
過
程
前
期

修
了
（
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
大
正

期
に
お
け
る
霊
術
及
び
霊
術
家
の
研

究
）。
他
に
海
外
の
大
学
か
ら
哲
学
と

心
理
学
の
分
野
で
名
誉
学
位
を
受
け
、

客
員
教
授
で
も
あ
る
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
三
月
研

究
集
会
の
お
知
ら
せ

日
時	

令
和
6
年
3
月
31
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
か
ら
4
時

※
今
回
は
Z
o
o
m
に
よ
る
W
E
B

講
座
の
み

参
加
費　

会
員　

3
5
0
0
円

	

　

一
般　

4
0
0
0
円

お
申
込
み
方
法
は
後
半
を
参
照
願
い
ま

す
。

「
霊
を
科
学
的
に
検
証
す
る
」講
座

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

一
般
の
人
に
は
見
え
な
い
霊
を
感
じ

取
り
、
時
に
は
霊
の
言
い
分
を
聞
い
て

依
頼
者
の
悩
み
に
対
応
す
る
の
は
霊
能

者
や
シ
ャ
ー
マ
ン
で
す
。
一
般
の
人
に

は
霊
は
分
か
ら
な
い
世
界
で
す
。
し
か

し
霊
に
可
能
な
限
り
科
学
の
メ
ス
を
入

れ
、
霊
を
カ
メ
ラ
で
捉
え
た
優
れ
た
方

が
い
ま
す
。

そ
の
方
は
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

で
も
あ
る
小
林
信
正
先
生
で
す
。
小
林

先
生
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
心
霊

テ
レ
ビ
番
組
を
作
成
さ
れ
て
い
た
時
、

単
に
心
霊
現
象
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
だ
け

で
な
く
、
霊
を
出
来
る
限
り
科
学
的
に

分
析
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
ま
し
た
。

測
定
機
材
と
し
て
は
定
点
カ
メ
ラ
、

暗
視
カ
メ
ラ
、
通
常
カ
メ
ラ
、
集
音
マ

イ
ク
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
電
磁
波

測
定
器
、
磁
気
測
定
器
な
ど
を
用
い
て

心
霊
現
象
を
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
霊
は
球
体
、
あ
る
い
は
流
れ
星

の
よ
う
に
動
く
オ
ー
ブ
と
し
て
捉
え
ら

れ
ま
し
た
。

小
林
先
生
の
凄
い
の
は
そ
う
し
た
オ

ー
ブ
が
単
に
映
っ
た
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
物
理
の
専
門
家
に
分
析
し
て
も
ら

っ
て
、
レ
ン
ズ
に
よ
る
人
工
的
な
も
の

で
は
な
い
と
言
え
る
の
か
？
オ
ー
ブ
の

光
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
な
の

か
？
例
え
ば
、
ど
の
波
長
な
の
か
、
電

磁
的
な
性
質
な
ど
を
検
討
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
多
く
の
霊
能
者
に
オ
ー
ブ

を
分
析
し
て
も
ら
い
、
そ
の
オ
ー
ブ
の

霊
が
成
仏
し
て
い
る
の
か
そ
う
で
な
い

の
か
？
な
ど
オ
ー
ブ
の
性
質
ま
で
検
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
鏡
視
実
験
と
い
っ
て
臨
死
体

験
の
研
究
者
レ
イ
モ
ン
ド
・
ム
ー
デ
ィ

ー
が
提
唱
し
た
故
人
の
霊
と
再
会
す
る

実
験
も
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時

に
映
っ
た
オ
ー
ブ
霊
や
そ
の
時
の
様
子

も
動
画
リ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

2
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の
貴
重
な
動
画
も
公
開
し
て
頂
く
予
定

で
す
。

霊
を
こ
こ
ま
で
科
学
的
に
捉
え
る
事

が
で
き
る
の
か
と
霊
や
オ
ー
ブ
に
興
味

あ
る
方
は
き
っ
と
感
動
さ
れ
る
講
座
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
8
年
2
月
東
京
生
ま
れ
。

東
京
写
真
大
学
（
現
東
京
工
芸
大

学
）
卒
後
、
慶
應
大
学
に
て
哲
学
・
心

理
学
専
攻
。
T
V
局
勤
務
、
主
に
ワ

イ
ド
シ
ョ
ー
及
び
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ス
ペ

シ
ャ
ル
番
組
の
企
画
制
作
を
担
当
、
チ

ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
部
長
。

退
社
後
、
T
V
制
作
会
社
代
表
取

締
役
と
し
て
N
H
K
、
民
放
各
局
の

番
組
制
作
及
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
数
制

作
。
大
学
や
企
業
研
修
の
講
師
な
ど
を

務
め
、
特
異
能
力
研
究
所
代
表
。
意
識

と
サ
イ
の
研
究
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

元
公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協

会
常
任
理
事
。
現
在
は
日
本
サ
イ
科
学

会
理
事
長
。

著
書
：「
あ
な
た
は
信
じ
ま
す
か
？

心
霊
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
見
て
き

た
本
物
の
霊
現
象
」（
青
林
堂
）

「
ご
利
益
さ
ま
」
し
あ
わ
せ
さ
が
し

の
た
め
の
ご
利
益
社
寺
五
十
選
。（
ペ

ン
ネ
ー
ム
小
林
永
周
）ほ
か

※
参
加
お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
W
E
B
受
講
も
含
め
て
、

https://x.gd/H
r8s2

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
3
月
26
日
（
振
込
は
3

月
27
日
）ま
で

※
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
3
月
28
日
以

降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
50
％
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
か
か
り
ま
す
。

当
日
は
1
0
0
％
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
Z
o
o
m
リ
ン
ク
は
3
月
30
日

（
土
）の
夜
9
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
２
／
⓯
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

　

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

　

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時	

令
和
6
年
6
月
2
日（
日
）　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

午
後
2
時
10
分
～
4
時
30
分　

講
演

※
講
演
は
Z
o
o
m
配
信
も
あ
り
ま
す
。

会
場	

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通	

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	
一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

※
Z
o
o
m
配
信
も
会
場
参
加
費
と
同
様　

で
す
が
、
５
月
29
日
（
水
）
ま
で
の

　

お
申
込
み
＋
お
振
り
込
み
が
必
須
と　

な
り
ま
す
。

　

お
振
り
込
み
確
認
後
、
６
月
１
日　
　

（
土
）
ま
で
に
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ　

Ｄ
」
と
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ス
コ
ー　

ド
」
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

Z
o
o
m
配
信
ご
希
望
の
方
は
以
下
の　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
「
お
名
前
」
と
「
メ
ー　

ル
ア
ド
レ
ス
」、「
会
員
」
ま
た
は
「
一　

般
」
の
別
と
「
６
月
２
日
清
田
益
章　

氏
配
信
希
望
」
と
書
い
て
お
申
込
み　

願
い
ま
す
。

http://psi-science.org/ins/toi.htm
l

講
演

超
能
力
者
か
ら
イ
ノ
リ
ス
ト

（
祈
人
）へ

　
　
　

講
師　

清
田 

益
章 

氏

講
演
内
容

清
田
益
章
氏
は
70
年
代
に
超
能
力
少

年
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
電
気
通
信
大

学
の
佐
々
木
茂
美
教
授
の
研
究
室
や
防

衛
大
学
で
も
超
能
力
の
実
験
研
究
に
協

力
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
や
創

立
25
周
年
記
念
大
会
で
も
講
演
や
パ
フ

3



4

ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
参
加
者
を
喜
ば
せ

て
お
り
ま
す
。

80
年
代
の
民
放
局
の
超
能
力
特
番

で
、
か
な
り
疲
れ
た
状
態
で
ス
プ
ー
ン

曲
げ
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
超

能
力
で
曲
げ
た
ス
プ
ー
ン
も
あ
っ
た
の

に
、
力
を
入
れ
て
曲
げ
た
と
こ
ろ
を
隠

し
撮
り
を
さ
れ
て
、

「
ス
プ
ー
ン
曲
げ
は
イ
ン
チ
キ
だ
！
」

と
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
た
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
し
っ
か
り
生
き
残
っ
て
現
在

は
“
イ
ノ
リ
ス
ト
（
祈
人
）”
と
し
て
活

動
中
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
清
田
益
章
氏
の
幼
い
少

年
時
代
か
ら
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
超
能

力
少
年
と
騒
が
れ
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
か

ら
叩
か
れ
た
時
代
を
経
て
、
現
在
の
祈

り
に
徹
す
る
生
活
に
至
る
ま
で
に
、
ど

う
い
う
特
別
な
経
験
や
思
考
を
経
て
、

現
在
の
精
神
的
な
高
み
に
至
っ
た
か
を

率
直
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
清
田
益
章
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
2
年
、
東
京
都
足
立
区
に

あ
る
寿
司
店
の
長
男
と
し
て
誕
生
。

1
9
7
4
年
、
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
氏

の
来
日
出
演
番
組
に
誘
発
さ
れ
て
、
ス

プ
ー
ン
曲
げ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

70
年
代
、
電
気
通
信
大
学
や
防
衛
大

学
等
で
超
能
力
実
験
に
被
験
者
と
し
て

協
力
。

80
年
代
、
専
修
大
学
卒
業
。
そ
の
後
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
心
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
や
呼
吸
法
な
ど
を

伝
え
る
仕
事
を
し
て
い
た
。

2
0
0
1
年
か
ら
2
0
0
4
年
ま

で
の
バ
リ
島
滞
在
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
現
在
は
イ
ノ
リ
ス
ト（
祈
人
）へ
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
�
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ
「
黄
金
持
続
：
虚
空
（
こ
こ
ろ
）

と
時
空（
か
ら
だ
）」

脳
科
学
者
W
・
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

博
士
が
「
脳
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
こ
こ

ろ
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
い
う
よ
う
に

心
身
相
関
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
繋
が

っ
て
い
る
。
見
え
な
い
世
界
と
見
え
る

世
界
、
こ
こ
ろ
と
も
の
、
唯
心
論
と
唯

物
論
、
今
回
は
森
羅
万
象
幅
広
く
、
こ

の
繋
が
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し

よ
う
。

日
時	

令
和
6
年
3
月
20
日（
水
・
祝
）

	

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室	

交
通	

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽

　

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

　

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

2
0
0
0
円

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

1
0
0
0
円

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

0
円

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓯
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

魂
の
目
覚
め

　
　
　

講
師　

小
林 

信
正 

氏

　
　
　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長
）

日
時	
令
和
6
年
5
月
19
日（
日
）

	
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通	

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

（
講
演
内
容
）

　

昨
年
か
ら
政
治
、
経
済
、
社
会
や
芸

能
な
ど
様
々
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
事
実

が
い
ま
露
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

先
端
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
私
た
ち
は

新
し
い
時
代
に
向
か
い
、
神
の
領
域
に

も
踏
み
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
に
私
た
ち
は
何
を
指
針
に

生
き
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

人
間
の
本
質
的
な
問
題
、「
死
と
は
？
」

「
魂
と
は
？
」「
魂
の
向
上
と
は
？
」

「
人
は
苦
し
み
の
荒
波
に
揉
ま
れ
、
ま

た
因
果
応
報
の
摂
理
に
浴
び
よ
う
が
な

ぜ
苦
し
く
と
も
生
き
る
の
か
？
」

　

こ
の
世
は
「
魂
の
修
行
の
場
」
で
あ

り
、
霊
格
を
磨
く
た
め
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
も
い
う
。
従
来
型
の
人
生
観
と

感
謝
と
い
う
心
に
目
覚
め
る
人
と
の
二

極
化
の
時
代
に
分
か
れ
る
と
い
う
。
あ

な
た
は
ど
ち
ら
の
道
を
選
ぶ
の
か
？

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

4
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2
0
2
4
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
㉜
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
輪
廻
転
生
と
サ
イ
」
に
決
ま
り
ま
し

た
。
宗
教
的
に
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に

お
い
て
も
主
要
な
テ
ー
マ
を
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も

し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し

て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）の
目
撃
と
原

因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象

の
仮
説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連

す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で

に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
2
3
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
サ
イ
科
学
会
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
設
置
の
お
知
ら
せ

会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
は
既
に
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
Y
o
u
T
u
b
e 

公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
あ
る
「
サ
イ
科
学
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
毎
月
サ
イ

科
学
関
係
の
動
画
を
1
本
以
上
ア
ッ
プ

す
る
予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
視
聴
い

た
だ
い
て
、
会
員
登
録
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

https://w
w
w
.youtube.com

/@

psiscienceofficialchannel

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
⓬
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡

の
魔
法

　
　
　

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
な
り
た
い
自
分

に
な
る
！
筆
跡
の
魔
法
」
で
す
が
、
こ

れ
は
私
の
本
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
り
ま

す
。

今
日
の
講
演
メ
ニ
ュ
ー
で
す
が
、
1

番
目
は
「
筆
跡
診
断
と
は
そ
の
人
ら
し

さ
診
断
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

項
目
は
以
下
の
通
り
で
す
が
詳
し
く
は

後
で
ご
説
明
致
し
ま
す
。

◎
「
口
」
の
書
き
方
一
つ
で
性
格
が
分

か
る
。

◎
筆
跡
診
断
の
科
学
性
：「
字
」
は

「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物
を
言
う
／
筆

跡
は
脳
跡
で
あ
る
／
筆
跡
診
断
は
占
い

と
は
違
う

◎
そ
れ
と
筆
跡
診
断
と
い
う
の
が
何
か

特
別
な
ジ
ャ
ン
ル
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
て
、
日
本
で
も
確
か
に
有
資
格
者
と

い
う
の
は
少
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

実
は
海
外
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
社

会
で
活
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

2
番
目
に
「
な
り
た
い
自
分
に
な

る
！
筆
跡
診
断
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
今
日
お
配
り
し
た
ハ
ガ
キ
大
の
紙

に
後
ほ
ど
皆
さ
ん
に
ご
指
定
す
る
文
字

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
文
字

を
見
な
が
ら
ご
自
身
で
診
断
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
そ
の
診
断
ポ
イ
ン
ト
と

い
う
の
は
金
運
と
か
恋
愛
力
、
リ
ー
ダ

ー
力
、
目
標
実
現
力
、
ア
イ
デ
ア
（
発

想
）
力
、
家
門
繁
栄
の
筆
相
、
天
下
取

り
の
筆
相
と
い
う
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

5
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そ
れ
と
同
時
に
注
意
す
べ
き
筆
跡
診

断
と
い
う
こ
と
で
、
も
し
皆
さ
ん
の
文

字
の
中
に
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

け
ど
、
こ
う
い
う
文
字
が
自
分
の
文
字

に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ

と
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
、
と
い
う

よ
う
な
も
の
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

3
番
目
に
著
名
人
や
歴
史
上
の
人
物

の
筆
跡
診
断
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は

実
在
す
る
人
物
の
筆
跡
診
断
で
す
が
、

そ
の
人
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
場
合
、

ま
た
は
2
人
の
人
物
を
対
比
さ
せ
る
も

の
を
後
ほ
ど
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。4

番
目
に
空
間
の
概
念
と
宇
宙
人
の

筆
跡
、
5
番
目
に
A
I
時
代
の
筆
跡

診
断
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
超
ア
ナ

ロ
グ
な
手
書
き
文
字
筆
跡
と
い
う
の
を

扱
っ
て
い
る
私
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

が
こ
の
A
I
時
代
に
対
応
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
題
に
入
り
ま
す
が
、
筆
跡
診
断
と

は
そ
の
人
ら
し
さ
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と

申
し
ま
す
と
、
ま
ず
「
口
」
の
書
き
方

で
性
格
が
判
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
こ
の
口
の
字
の
ど
ち
ら
が
真

面
目
で
貴
重
面
か
ど
ち
ら
が
ざ
っ
く
ば

ら
ん
で
大
雑
把
か
、
こ
れ
パ
ッ
と
見
て

た
ぶ
ん
お
わ
か
り
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。真

面
目
で
貴
重
面
な
の
は
左
側
、
右

側
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
大
雑
把
で
す
。

小
学
校
一
年
生
の
時
に
習
う
「
口
」
と

い
う
漢
字
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
大

人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
書
き
続
け
て
い

ま
す
。

右
側
の
こ
こ
が
開
い
た
り
丸
ま
っ
た

り
す
る
人
っ
て
、
実
際
こ
れ
は
私
の
書

き
方
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
私
は
大
雑
把

で
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
そ
の
ま
ま
な
ん

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
文
字
を
見
た
だ

け
で
な
ん
と
な
く
そ
の
人
の
人
と
な
り

が
想
像
で
き
る
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

で
す
ね
。

こ
の
文
字
の
特
徴
と
人
間
の
人
の
性

格
と
い
う
の
の
関
係
性
を
解
き
明
か
し

た
も
の
が
筆
跡
診
断
に
な
り
ま
す
。

「
書
は
人
な
り
」
と
い
う
言
葉
聞
い

た
こ
と
あ
る
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
本
当
に
筆
跡
と
い
う
の
は
ま
さ
に

そ
の
人
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

次
に
筆
跡
診
断
の
科
学
性
と
い
う
こ

と
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『「
字
」
は
「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物

を
言
う
』
と
私
は
言
っ
て
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
通
常
は
『
目
は
口
ほ
ど
に
物

を
言
う
』で
す
ね
。

人
の
感
情
が
最
も
顕
著
に
現
れ
る
の

は
目
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
人
間
の
喜
怒

哀
楽
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
目

に
は
現
れ
ま
し
て
、
何
も
喋
ら
な
く
て

も
目
つ
き
か
ら
そ
の
相
手
の
感
情
が
判

る
か
ら
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
そ
の
通
り

だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
か
ら
言
わ
せ
る
と
『「
字
」

は
「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物
を
言
う
』

と
な
り
ま
す
が
、
心
理
学
で
こ
の
「
ジ

ョ
ハ
リ
の
窓
」
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
ず「
自
分
は
知
っ
て
い
て
、
他
人

も
知
っ
て
い
る
」
こ
れ
が『
開
放
の
窓
』

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
は
知
っ
て

い
る
け
れ
ど
他
人
は
気
づ
い
て
い
な
い
」

こ
れ
が『
秘
密
の
窓
』と
言
い
ま
す
。「
自

分
は
気
づ
い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
他
人

は
知
っ
て
い
る
、
他
人
か
ら
は
見
え
て

い
る
」
と
い
う
の
が『
盲
点
の
窓
』。「
自

分
は
気
づ
い
て
な
く
て
他
人
も
気
づ
い

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
実
際
の
自
分
の

心
の
中
に
あ
る
窓
」と
い
う
の
が『
未
知

の
窓
』と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。

自
分
が
気
づ
い
て
い
な
い
の
は
『
盲

点
の
窓
』
と
『
未
知
の
窓
』
の
二
つ
で
、

こ
れ
ら
は
目
や
口
に
も
現
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
な
ぜ
な
ら
無
意
識
で
綴
ら

れ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
基
本
的
に

は
無
意
識
と
か
潜
在
意
識
、
深
層
意
識

の
領
域
な
の
で
、
字
に
は
そ
う
い
っ
た

無
意
識
の
深
層
心
理
に
あ
る
も
の
も
実

は
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、『「
字
」
は

「
目
」
や
「
口
」
ほ
ど
に
物
を
言
う
』
と

い
う
の
が
科
学
的
に
も
言
え
る
か
な
と

思
い
ま
す
。

そ
の
科
学
性
み
た
い
な
も
の
を
さ
ら

に
ち
ょ
っ
と
掘
り
下
げ
る
と
で
す
ね
、

6
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「
筆
跡
は
脳
跡
」
と
あ
り
ま
す
が
、
字

を
書
く
際
は
脳
の
様
々
な
領
域
の
活
動

を
伴
い
ま
す
。
脳
の
こ
れ
ら
の
部
分
は

「
書
字
中
枢
」と
言
わ
れ
ま
す
。

意
図
的
な
手
の
動
き
を
指
令
を
出
す

「
エ
ッ
ク
ス
ナ
ー
領
域
」、
そ
れ
と
文
を

文
字
を
算
出
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る

「
ブ
ロ
ー
カ
ー
野
」、
文
字
を
認
識
す
る

「
左
角
回
」、
語
種
・
語
彙
を
司
る
「
側

頭
葉
下
部
」が
こ
こ
に
あ
た
り
ま
す
。

で
、
こ
れ
ら
の
領
域
と
い
う
の
が
文

字
や
文
を
書
く
際
に
書
字
中
枢
が
協
調

し
て
連
動
し
て
働
く
こ
と
で
言
葉
に
し

た
り
筆
跡
に
な
っ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ

に
つ
な
が
り
ま
す
。

同
じ
「
書
く
」
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
す
る
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字
を

書
く
、
使
用
す
る
場
合
は
字
形
の
構
成

と
か
筆
順
っ
て
い
う
の
を
考
え
な
い
。

文
字
を
打
て
ば
出
て
く
る
わ
け
で
す
か

ら
、
文
字
の
構
成
と
か
筆
順
を
考
え
ず

に
こ
の
右
半
球
の
「
頭
頂
葉
」
っ
て
い

う
の
を
使
わ
な
い
こ
と
に
な
る
ん
で
す

ね
。
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
を
打
つ
と
い
う

の
は
、
こ
の
タ
ッ
チ
操
作
に
よ
る
指
の

運
動
な
ん
で
す
け
ど
も
、
慣
れ
て
く
る

と
見
な
い
で
打
て
る
よ
う
に
自
動
化
さ

れ
た
熟
知
運
動
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
る

熟
知
運
動
に
な
り
ま
す
。

要
は
文
字
を
実
際
に
手
書
き
で
書
く

と
い
う
意
図
的
な
手
の
動
き
が
な
く
な

る
の
で
、
こ
の
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
野
」
の

機
能
が
低
下
す
る
ん
で
す
ね
。

パ
ソ
コ
ン
を
ず
っ
と
実
際
に
文
字
を

書
か
な
い
で
打
ち
続
け
て
い
る
と
、
漢

字
が
書
け
な
く
な
る
。
こ
れ
は
こ
の
脳

内
の
こ
う
い
っ
た
連
動
し
て
働
く
部
分

が
連
動
し
て
な
い
か
ら
で
、
こ
の
脳
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
化
に
よ
る
現
象

と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
ま
す
。

で
、
手
で
文
字
を
書
く
と
い
う
行
為

自
体
が
そ
の
人
の
言
語
能
力
を
高
め
る

ん
で
す
ね
！
実
際
に
老
人
ホ
ー
ム
と
か

で
そ
う
い
う
書
字
運
動
み
た
い
な
も
の

が
脳
の
活
性
化
の
運
動
と
し
て
実
際
に

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
配
者
に
限
ら

ず
若
い
人
で
あ
っ
て
も
、
書
く
と
い
う

行
為
自
体
が
言
語
能
力
を
高
め
ま
す
。

手
指
の
運
動
や
空
間
の
構
築
性
と
い
う

面
で
手
書
き
は
格
段
に
複
雑
な
技
能
、

パ
ソ
コ
ン
と
比
べ
て
複
雑
な
技
能
を
要

し
ま
す
。

手
書
き
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
今

だ
か
ら
こ
そ
、
生
活
場
面
で
手
書
き
す

る
機
会
を
意
図
的
に
増
や
す
こ
と
、
生

活
の
い
ろ
ん
な
部
分
で
手
書
き
を
採
用

す
る
こ
と
が
脳
の
発
達
、
心
の
健
康
に

も
必
要
で
あ
る
と
言
え
る
か
と
思
い
ま

す
。次

に
ち
ょ
っ
と
占
い
と
の
違
い
っ
て

い
う
こ
と
で
す
ね
。
私
も
「
筆
跡
の
魔

法
」
な
ん
て
本
を
出
し
て
る
も
ん
で
す

か
ら
、
実
際
に
こ
の
本
を
出
し
た
時
に

ど
こ
に
置
か
れ
た
か
と
い
う
と
占
い
コ

ー
ナ
ー
に
置
か
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の

占
い
と
の
違
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ

に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
不
可
変
性
が
あ

る
か
可
変
性
が
あ
る
か
っ
て
こ
と
な
の

で
す
が
、
占
い
の
場
合
、
生
年
月
日
と

か
名
前
と
か
星
座
と
か
血
液
型
と
か
、

も
う
既
に
も
う
定
め
ら
れ
て
い
る
不
可

変
性
の
も
の
が
基
準
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。筆

跡
診
断
の
場
合
は
可
変
性
の
あ
る

手
書
き
、
文
字
可
変
性
と
い
う
の
は
具

体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、

皆
さ
ん
も
分
か
る
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
子
供
の
頃
の
文
字
と
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
文
字
っ
て
違
う
と
思
い
ま

す
。
で
、
あ
と
手
帳
や
メ
モ
帳
の
文
字

と
、
は
が
き
や
何
か
書
類
に
清
書
す
る

場
合
の
文
字
っ
て
多
分
違
う
と
思
い
ま

す
。
よ
く
私
は
筆
跡
診
断
す
る
と
き
に

「
私
全
然
こ
れ
と
こ
れ
で
字
が
全
然
違

う
よ
う
に
な
る
の
よ
ね
」
と
よ
く
言
わ

れ
る
ん
で
す
ね
。
で
、
確
か
に
見
る
と

違
う
ん
で
す
。

た
だ
違
う
か
ら
と
い
っ
て
別
に
二
重

人
格
と
か
云
々
で
は
な
く
て
、
字
の
巧

拙
、
要
は
上
手
い
下
手
と
か
で
す
ね
。

き
ち
ん
と
く
っ
つ
い
て
る
か
離
れ
て
る

か
ぐ
ら
い
の
差
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

申
し
上
げ
る
部
分
の
筆
跡
診
断
の
大
枠

っ
て
い
う
の
は
、
実
は
あ
ま
り
変
わ
ん

な
い
ん
で
す
よ
。

私
か
ら
見
る
と
、
全
然
違
う
と
い
っ

て
も
ま
っ
た
く
一
緒
な
ん
で
す
よ
ね
。

あ
と
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
て
る
時
の
文
字

と
落
ち
込
ん
で
い
る
時
の
文
字
。
ま
あ

こ
れ
も
や
っ
ぱ
り
違
う
っ
て
い
う
の
が

7
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ご
自
身
の
経
験
上
で
も
お
分
か
り
か
と

思
い
ま
す
と
い
う
こ
と
で
、
状
況
に
応

じ
て
文
字
は
変
化
す
る
。
こ
の
変
化
を

伴
う
と
い
う
点
が
占
い
と
の
違
い
と
言

い
ま
す
。

筆
跡
診
断
と
い
う
の
は
、
実
は
何
万

と
い
う
実
際
の
筆
跡
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

こ
れ
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
ご
ざ
い
ま
し

て
、
そ
こ
か
ら
人
間
の
書
き
癖
と
性
格

や
行
動
傾
向
を
結
び
つ
け
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
て
体
系
化
し
た
と
い
う
も
の
に

な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
科
学
的
で
信
頼

性
の
お
け
る
人
間
診
断
法
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
私
は
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
筆
跡
信
頼
っ
て
多
分
耳
慣
れ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
海
外
で
は
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
圏
の
方
が
す
ご
く
盛
ん
で

し
て
、
欧
米
で
は
日
本
よ
り
一
世
紀
以

上
前
か
ら
、
あ
の
「
グ
ラ
フ
ォ
ロ
グ
」

と
い
う
筆
跡
に
よ
る
性
格
診
断
法
が
確

立
さ
れ
て
、
広
く
社
会
に
認
知
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
あ
の
グ
ラ
フ
ォ
ロ
グ
協

会
と
い
う
協
会
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ

が
世
界
の
筆
跡
診
断
の
総
本
山
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
は
諸
文
化

の
影
響
も
あ
り
ま
し
て
、
墨
で
書
か
れ

た
筆
跡
が
美
術
的
な
鑑
賞
の
対
象
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
で
、
そ
う
い

っ
た
文
字
と
人
間
を
科
学
的
に
分
析
す

る
と
い
う
よ
り
、
書
か
れ
た
文
字
の
美

術
性
み
た
い
な
も
の
に
、
注
目
さ
れ
た

の
で
す
ね
。

結
局
、
文
字
と
性
格
の
関
係
の
分
析

が
欧
米
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
一
世
紀

で
、
日
本
筆
跡
診
断
士
協
会
の
森
岡
恒

舟
先
生
、
私
の
筆
跡
診
断
の
師
匠
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
筆
跡
と
性
格
と
の
相
関

関
係
を
見
出
し
て
1
9
9
4
年
に
体

系
化
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
の
が
こ
の

日
本
の
筆
跡
診
断
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
皆
さ
ん
に
も
実
際
に
文

字
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
配
り

し
た
は
が
き
に
「
東
京
都
八
王
子
市
小

門
町
1
丁
目
1
番
地
1
号　

岡
村
太
郎

様
」と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
ど
の
ど
う
い
う
文
字
が
ど
う

い
う
特
徴
あ
る
の
か
っ
て
い
う
こ
と
を

ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
自
分
の
文
字
と
見
比
べ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
判
断
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

こ
の
順
番
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
金
運
ア
ッ
プ
：
上
開
下
閉
／
開
空
間　

広
／
大
弧

○
恋
愛
力
ア
ッ
プ
：
左
ば
ら
い
長
／
散　

開
点
／
装
飾

○
リ
ー
ダ
ー
力
：
頭
部
長
突
出
／
開
空　

間
広
／
接
筆
開

○
目
標
実
現
力
：
縦
線
下
部
長
突
出
／　

は
ね
強
／
等
間
隔

ま
ず
「
上
開

下
閉
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し

て
、
例
え
ば
口

と
い
う
字
で
す

が
、
上
開
下
閉

と
い
う
の
は
ハ

ガ
キ
に
書
か
れ

た
文
字
で
言
う

と
、
例
え
ば
東
京
の
東
、
東
京
の
京
と

い
う
字
、
そ
れ
と
小
門
町
の
町
と
い
う

字
で
す
ね
。
あ
と
1
丁
目
の
目
、
そ
れ

と
号
で
、
上
開
下
閉
と
い
う
部
分
が
特

徴
で
取
れ
る
の
で
見
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
上
が
開
い
て
る
っ
て
い
う

の
は
、
金
的
に
は
こ
こ
が
お
金
が
入
る

入
り
口
っ
て
言
わ
れ
て
ま
す
。
下
が
閉

じ
る
と
い
う
の
は
下
に
漏
ら
さ
ず
に
き

ち
ん
と
無
駄
な
お
金
を
使
わ
ず
に
貯
め

る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
器
の
形
を
し
て
る
か
ら
単

純
に
そ
う
い
う
風
に
言
え
る
の
か
で
も

な
く
て
、
実
は
ち
ょ
っ
と
心
理
学
的
な

意
味
に
な
っ
て
左
上
が
閉
じ
て
る
人
っ

て
い
う
の
は
基
本
的
に
真
面
目
な
ん
だ

け
ど
、
周
り
を
ち
ょ
っ
と
寄
せ
つ
け
な

か
っ
た
り
頑
固
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
外
か
ら
来
る
も
の
に
対
し
て
拒

否
反
応
を
示
す
部
分
が
若
干
あ
る
ん
で

す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
が
開
い
て

る
人
っ
て
い
う
の
は
許
容
性
と
か
、
容

認
性
と
か
、
周
り
を
受
け
入
れ
る
と
い

う
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
。

閉
じ
て
る
よ
り
も
開
い
て
る
方
が
人

脈
で
あ
っ
た
り
と
か
、
金
運
的
な
も
の

を
自
分
の
中
に
取
り
込
み
や
す
い
。
で

は
今
度
下
の
部
分
っ
て
い
う
の
は
器
の

下
が
閉
じ
て
る
か
ら
と
い
う
単
純
な
意

味
合
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
下
が
閉
じ

て
る
人
っ
て
い
う
の
は
基
本
的
に
最
後

ま
で
意
識
が
「
口
」
で
文
字
を
完
成
さ

せ
る
ま
で
意
識
が
向
い
て
る
人
な
ん
で

す
ね
。

無
意
識
に
意
識
が
向
い
て
い
る
っ
て

言
っ
て
変
で
す
け
ど
、
基
本
的
に
閉
じ

る
と
い
う
こ
と
は
、
最
後
ま
で
油
断
し

な
い
、
逆
に
開
い
て
る
人
は
ち
ょ
っ
と

脇
の
甘
さ
で
あ
っ
た
り
と
か
、
ち
ょ
っ

と
う
っ
か
り
ミ
ス
が
多
か
っ
た
り
忘
れ

物
が
多
か
っ
た
り
と
い
う
人
が
結
構
下

が
開
い
ち
ゃ
う
人
な
ん
で
す
ね
。

上
も
閉
じ
て
下
も
閉
じ
て
る
と
全
然

お
金
が
入
っ
て
こ
な
い
か
ら
ど
う
な
の

8
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っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
お
金
の
流
通
っ
て
い
う
の
は
こ
こ

だ
け
で
見
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
ち

な
み
に
上
も
下
も
全
部
閉
じ
て
る
っ
て

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

そ
う
い
っ
た
方
は
堅
実
派
な
ん
で

す
。
お
金
に
対
し
て
す
ご
く
誠
実
で
真

面
目
で
、
大
き
く
も
入
っ
て
こ
な
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
か
と
い
っ
て
無
駄

遣
い
も
し
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
閉
め
る
べ
き
と
こ
ろ

を
閉
め
て
い
る
。

逆
に
上
も
下
も
開
い
ち
ゃ
っ
て
る
人

っ
て
い
う
の
は
入
り
も
す
る
け
ど
出
て

も
行
っ
ち
ゃ
う
。
私
が
よ
く
言
う
の

が
、
ち
ょ
っ
と
お
金
が
ダ
ダ
漏
れ
で
、

特
に
下
の
両
サ
イ
ド
が
開
い
て
る
人
は

結
構
本
当
に
ダ
ダ
漏
れ
だ
と
思
い
ま

す
。中

に
は
結
構
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、

外
か
ら
の
も
の
を
受
け
入
れ
て
き
ち
ん

と
最
後
を
閉
め
る
の
は
お
金
が
貯
ま
る

書
き
方
、
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

「
学　

校
」
の
間
の
空
間
、「
校
」
の

文
字
の
間
の
空
間
を
開
空
間
、
も
し
く

は
中
国
で
は
空
気
の
気
に
宇
宙
の
宇
と

書
い
て
「
気
宇
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
こ
こ
が
文
字
の
中
の
気
の
巡

り
の
良
さ
を
表
す
部
分
。
こ
こ
が
狭
い

人
は
さ
き
程
の
口
の
上
が
閉
じ
て
る
書

き
方
と
同
じ
で
、
外
か
ら
の
も
の
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
対
し
て
ち
ょ
っ
と
抵

抗
感
、
ガ
ー
ド
感
っ
て
い
う
の
が
あ
っ

て
、
な
か
な
か
金
運
が
巡
り
に
く
い
と

言
わ
れ
て
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
「
学　

校
」
の
文
字

は
実
は
植
木
等
さ
ん
の
文
字
な
ん
で
す

け
れ
ど
、
植
木
等
さ
ん
は
こ
れ
に
限
ら

ず
結
構
開
空
間
の
広
い
文
字
を
沢
山
書

か
れ
て
お
り
ま
す
。
植
木
等
さ
ん
の
文

字
は
も
っ
と
大
き
く
開
い
て
る
の
も
沢

山
あ
り
ま
す
。

こ
こ
の
要
は
、
物
と
か
お
金
と
か
人

の
ご
縁
で
あ
っ
た
り
、
ひ
い
て
は
例
え

ば
仕
事
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
り
と
い

う
と
こ
ろ
の
巡
る
、
流
通
す
る
部
分
な

ん
で
す
ね
。
こ
こ
が
広
い
方
と
い
う
の

は
、
外
に
対
し
て
好
奇
心
が
旺
盛
で
、

気
持
ち
の
窓
が
開
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
表
し
て
ま
し
て
、
基
本
的
に
は
受

け
入
れ
る
気
持
ち
の
下
地
と
い
う
の
が

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
で
い
ろ
ん
な

も
の
が
入
っ
て
き
や
す
い
、
そ
こ
か
ら

金
運
に
も
恵
ま
れ
る
と
い
う
風
に
言
わ

れ
て
ま
す
。

先
ほ
ど
書
い
て
い
た
だ
い
た
中
で
開

空
間
を
見
る
の
は
、
東
京
都
の
「
都
」、

番
地
の
「
地
」、
あ
と
岡
村
の
「
村
」、

太
郎
の
「
郎
」
な
ど
文
字
の
偏
と
旁
で

構
成
さ
れ
て
い
る
文
字
の
空
間
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
に
あ
る
の
が
大
弧
型
と
い
う
も
の

で
す
ね
。
大
き
い
弧
と
書
い
て
大
弧
と

言
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
右
側
の

吉
永
小
百
合
さ
ん
の
最
後
の
百
合
と
い

う
文
字
が
百
合
に
見
え
な
い
ん
で
す
け

れ
ど
、
か
な
り
崩
し
て
る
の
で
、
た
だ

字
の
特
徴
と
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
こ
こ
の
部
分
に
大
き
い
弧
を
描
い

て
い
る
と
い
う
書
き
方
な
ん
で
す
ね
。

私
の
本
で
高
橋
尚
子
さ
ん
と
対
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
尚
子
さ
ん
に
文
字

を
書
い
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、

高
橋
尚
子
の
子
の
字
が
も
の
す
ご
い
大

き
い
弧
を
描
い
て
る
ん
で
す
よ
。

こ
れ
は
ね
、
文
字
と
し
て
は
正
解
か

不
正
解
か
と
い
う
と
不
正
解
で
す
。
ち

ゃ
ん
と
し
た
文
字
の
書
き
方
で
は
な

い
。
だ
け
ど
こ
の
文
字
を
筆
跡
診
断
の

こ
と
を
何
も
レ
ク
チ
ャ
ー
し
な
い
で
自

然
に
書
け
て
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
こ

ろ
で
、
こ
の
大
弧
と
い
う
字
が
ど
う
い

う
意
味
合
い
か
と
い
う
と
大
物
と
か
天

下
取
り
の
相
な
ん
で
す
。

後
で
も
説
明
致
し
ま
す
が
、
こ
の
弧

の
中
の
部
分
に
い
ろ
ん
な
も
の
が
溜
ま

っ
て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま

す
。
文
字
と
し
て
は
間
違
い
だ
し
、
皆

さ
ん
も
日
常
書
く
と
き
に
は
、
例
え
ば

子
供
の
子
を
書
く
と
き
に
普
通
に
止
め

て
跳
ね
る
書
き
方
を
推
奨
し
ま
す
け
れ

ど
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
と
き
に
こ
う
い

う
大
き
い
弧
の
書
き
方
を
す
る
の
は
全

然
あ
り
か
な
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が
書

か
れ
た
文
字
で
い
う
と
、
八
王
子
の

「
子
」を
見
て
く
だ
さ
い
。

次
に
恋
愛
力
ア
ッ
プ
で
す
。
こ
れ
か

ら
恋
愛
し
た
い
と
い
う
方
、
も
し
く
は

ご
夫
婦
関
係
を
良
く
し
て
い
き
た
い
と

い
う
方
に
お
薦
め
で
す
。「
左
ば
ら
い

長
」、「
散
開
点
」、「
装
飾
」
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
沢
田
研
二
さ
ん
、
ジ
ュ
リ
ー

の
で
す
ね
、
サ
イ
ン
と
い
う
か
筆
跡
な

ん
で
す
け
ど
、
か
な
り
文
字
自
体
崩
し

9
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て
お
り
ま
す
が
、「
左
ば
ら
い
長
」
に

あ
た
る
の
は
「
沢
」
と
「
研
」
の
部
分
に

な
り
ま
す
。

こ
の
部
分
が
サ
ー
ッ
と
左
に
払
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
の
部
分
が
長
く
な
る
人

っ
て
い
う
の
は
、
基
本
的
に
性
格
的
に

は
ち
ょ
っ
と
目
立
ち
た
が
り
屋
で
、
自

己
顕
示
欲
の
強
さ
み
た
い
な
も
の
を
表

す
反
面
、
例
え
ば
男
性
で
も
女
性
で
も

そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
こ
の
払
い
が

長
い
方
っ
て
結
構
モ
テ
る
方
が
多
い
ん

で
す
よ
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
華
や
か
さ
が
あ
る

か
ら
、
文
字
を
華
や
か
に
飾
る
と
い
う

か
作
る
人
っ
て
い
う
の
は
、
や
は
り
自

分
自
身
も
華
や
か
に
し
て
い
き
た
い
、

綺
麗
に
見
ら
れ
た
い
っ
て
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
自
分
の
中
に
あ
る

も
の
を
外
に
表
明
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
の
表
れ
だ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
ね
。

な
の
で
、
こ
の
左
払
い
は
結
構
芸
能

人
に
実
際
に
多
い
筆
跡
で
し
て
、
沢
田

研
二
さ
ん
が
か
な
り
極
端
に
長
い
の
で

今
回
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。婚

活
の
セ
ミ
ナ
ー
と
か
婚
活
パ
ー
テ

ィ
ー
と
か
で
も
、
私
は
ち
ょ
っ
と
レ
ク

チ
ャ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
モ
テ
文
字
と
言
っ
て
る

特
徴
が
あ
っ
て
、
そ
の
モ
テ
文
字
の
中

の
「
左
ば
ら
い
長
」
は
一
つ
な
ん
で
す

ね
。
で
、
実
際
に
こ
の
特
徴
を
取
り
入

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
分
自
身
が
も

の
す
ご
く
華
や
か
な
気
持
ち
に
も
な
っ

て
い
き
ま
す
。
な
ん
で
そ
う
な
っ
て
い

く
か
を
心
理
学
的
に
言
う
と
、
こ
の
文

字
は
完
成
さ
れ
る
前
の
文
字
な
ん
で
す

よ
ね
。

左
払
い
っ
て
往
々
に
そ
う
な
ん
で
す

け
ど
、
文
字
が
完
成
す
る
前
に
文
字
の

中
心
部
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
く
線

な
ん
で
す
ね
。
で
、
な
ん
で
離
れ
て
い

っ
ち
ゃ
う
の
か
と
い
う
と
離
れ
て
い
っ

て
も
な
お
自
分
を
表
明
し
た
い
っ
て
い

う
気
持
ち
の
表
れ
と
い
う
風
に
言
わ
れ

て
ま
し
て
、
結
局
左
側
を
長
く
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
ま
た
文
字
の
中
心
部
に
戻

す
の
に
無
駄
な
カ
ロ
リ
ー
を
使
っ
て
し

ま
う
の
で
、
そ
の
無
駄
な
カ
ロ
リ
ー
と

か
無
駄
を
使
っ
て
で
も
な
ん
で
も
や
っ

ぱ
り
自
分
自
身
を
外
に
表
明
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
の
表
れ
が
華
や
か
さ
と
か

ス
タ
ー
性
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に

表
わ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
私
が
モ
テ

文
字
と
言
っ
て
い
る
特
徴
の
代
表
的
な

一
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
「
散
開
点
」
型
と
言
い
ま
し
て
、

散
ら
す
＋
開
く
点
で
す
。
ど
う
い
う
特

徴
か
と
い
う
と
こ
ち
ら
で
す
ね
。「
馬
」

と
か
「
魚
」
み
た
い
な
点
が
外
に
開
く

よ
う
な
描
き
方
で
す
ね
。

い
わ
ゆ
る
点
を
散
ら
す
描
き
方
っ
て

い
う
の
は
社
交
性
と
か
私
を
見
て
ね
っ

て
い
う
手
を
広
げ
て
る
感
覚
が
こ
の
点

を
開
か
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
非
常
に
や
っ
ぱ
り
存
在
感
が
増
す

ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
例
え
ば
路
傍

の
華
で
見
え
な
か
っ
た
、
見
え
に
く
か

っ
た
女
性
で
も
、
こ
の
点
を
開
く
こ
と

で
自
ず
と
周
り
か
ら
注
目
さ
れ
た
り
目

を
引
い
た
り
と
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が

出
て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
モ
テ
る
部
分
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま

す
。（
続
く
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る
Ⅱ

　
　
　
　
　
　

森
安 

政
仁

私
が
こ
れ
ま
で
全
国
の
方
々
の
心
身

の
無
料
お
悩
み
相
談
を
受
け
て
の
経
験

上
、
健
康
問
題
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る

い
く
つ
か
の
例
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

1
．
肩
こ
り
→
人
間
関
係
、心
の
葛
藤
、　

争
い
が
あ
っ
た
時
、
あ
る
い
は
相
手　

と
の
関
係
が
悪
い
方
に
い
っ
た
時
く　

る怒
り
、
憎
し
み
、
妬
み
、
怒
り
等
の

　

心男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
い
よ
う
で

　

す男
性
か
ら
の
念
―
右
側

女
性
か
ら
の
念
―
左
側

2
．
頭
痛
→
同
右
記

3
．
目
の
充
血　

相
手
が
強
い
怒
り
、　

憎
し
み
等
を
も
っ
た
時
く
る

右
目
―
男
性

左
目
―
女
性

4
．
耳
鳴
り
が
き
た
ら
―
相
手
の
意
見　

を
聞
き
な
さ
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で　

す右
耳
―
男
性　

左
耳
―
女
性

5
．
足
の
爪
の
変
化

右
は
男
性
か
ら
の
念
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左
は
女
性
か
ら
の
念

6
．
顔
→
い
つ
も
笑
顔
の
人
は
健
康
で　

すい
つ
も
笑
顔
が
な
く
、
く
も
っ
て
い

　

る
人
―
人
間
関
係
の
争
い
を
し
て
い

　

る
人
と
思
い
ま
す

7
．
心
友
→
男
女
を
と
わ
ず
、
心
を
空　

に
す
る
為
ス
ト
レ
ス
を
聞
い
て
く
れ　

る
人
、
人
生
の
中
で
大
切
に
し
た
い

8
．
手
の
腱
鞘
炎
、
痛
み
、
し
び
れ

生
霊
で
す　

右
側
―
男
性　

左
側
―
女
性

9
．
腰
の
不
調
―
男
性
が
多
い
よ
う
で　

す　

先
祖
の
供
養
人
間
関
係
の
修
復

10
．
急
に
め
ま
い
が
き
た
時

自
分
の
心
の
想
念
が
悪
い
時
に
き
ま

　

す　

他
人
を
強
く
怒
り
、
憎
し
み
等

　

を
心
に
も
っ
た
時
き
ま
す
。

又
、
相
手
か
ら
強
い
怒
り
憎
し
み
等

　

が
き
た
場
合　

相
手
が
わ
か
っ
た
ら

　

早
く
許
し
て
く
だ
さ
い
と
謝
る

悪
く
な
く
と
も
、
目
に
見
え
な
い
世

　

界
を
信
じ
る
人
は
祈
っ
て
消
す
こ
と

11
．
急
に
痛
み
が
き
た
場
合

	

助
け
を
求
め
て
き
た
霊
魂
の
場
合

は
、　

宇
宙
の
神
に
祈
っ
て
い
る
と

軽
く
な
り
ま
す

人
間
関
係
の
場
合
は
、
相
手
の
思
い

　

の
念
を
祈
り
の
中
で
消
し
て
い
く
方

　

法
し
か
な
い
と
思
い
ま
す

心
の
中
で
悪
く
な
く
て
も
、
相
手
に

　

祈
り
の
中
で
早
く
消
し
て
い
く
こ
と

　

が
大
切
と
思
う

12
．
運
が
良
い
人
→
先
祖
の
徳
を
頂
い　

て
い
る
人　

世
の
た
め
人
の
た
め
に　

尽
く
し
て
い
る
人　

運
が
悪
い
人
→
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

　

と
思
っ
て
い
る
人　

親
を
粗
末
に
し

　

て
い
る
人

13
．
憎
し
み
の
心

他
人
を
憎
む
心
が
、
自
分
自
身
が
体

　

調
不
良
に
な
る

悪
く
な
く
と
も
早
く
気
付
く
こ
と
が

　

大
切
と
思
う

14
．
子
供
の
夜
泣
き
の
原
因

夫
婦
の
仲
が
悪
い
と
夜
泣
き
し
ま
す

両
家
の
先
祖
の
知
ら
せ
と
思
い
ま
す

早
く
夫
婦
が
気
付
い
て
欲
し
い
で
す

	

私
は
東
京
に
行
く
時
に
子
供
が
泣
い　

て
い
る
時
、先
祖
に
祈
っ
て
や
る
と
、　

子
供
は
静
か
に
な
り
ま
す

15
．
財
産
争
い

	

昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に　

兄
弟
姉
妹
は
父
母
の
亡
く
な
っ
た
後
、　

財
産
争
い
が
多
い
と
思
い
ま
す

財
産
争
い
を
す
る
と
先
祖
様
は
、
あ

　

の
世
で
苦
し
み
こ
の
世
の
人
も
幸
せ

　

は
な
い
と
思
い
ま
す

こ
の
世
の
人
も
苦
し
み
、
あ
の
世
の

　

人
も
苦
し
み
早
く
気
づ
い
て
い
く
こ

　

と
で
す

こ
の
世
の
人
も
幸
せ
な
ら
、
あ
の
世

　

の
先
祖
も
幸
せ
で
し
っ
か
り
こ
の
世

　

の
人
を
目
に
見
え
な
い
世
界
で
守
っ

　

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

16
．
祈
り
効
用
に
つ
い
て

真
心
で
祈
る
→
相
手
に
良
い
面
も
、

　

悪
い
面
も
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。

	

私
は
電
話
で
は
、「
神
様
、
お
ま
か
せ　

し
ま
す
」
と
言
っ
て
、
右
手
で
九
字　

を
切
っ
て
相
談
者
の
痛
い
部
分
悪
い　

所
へ
目
掛
け
て
祈
り
ま
す

大
体
軽
く
な
っ
た
か
尋
ね
て
、
そ
し

　

て
心
の
持
ち
方
を
教
え
て
い
ま
す

健
康
に
は
皆
気
を
使
い
ま
す
が
、
心

に
は
あ
ま
り
気
づ
い
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
心
に
毒
又
は
争
い
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
ど
ん
な
良
い
薬
も
効
か
な
い
と

思
い
ま
す

知
り
合
い
の
健
康
な
90
歳
～
1
0
0

歳
の
方
々
に
心
の
持
ち
方
を
尋
ね
ま
し
た
。

①
ス
ト
レ
ス
に
強
い

②
前
向
き
な
考
え
を
し
て
い
る

③
異
性
に
興
味
が
あ
る

④
色
々
な
人
と
対
話
す
る

⑤
長
命
の
方
は
皆
、
私
と
出
会
っ
た
人　

の
話
で
は
、
家
族
や
父
母
が
3
歳
～　

5
歳
の
頃
の
家
族
の
教
育
が
良
い
よ　

う
で
す
。

人
の
悪
い
死
に
方
―
水
子
を
殺
す
、
人

を
殺
す

生
霊
は
肉
体
の
弱
い
と
こ
ろ
に
く
る
と

思
う

世
界
保
健
機
関　

健
康
の
定
義

①
肉
体
的
な
健
康

②
精
神
的
な
健
康

③
社
会
的
な
健
康

④
霊
的
な
健
康

健
康
に
つ
い
て

   　
　

森
安
一（
82
歳
と
10
ヶ
月
）

①
心
が
豊
か
で
あ
れ
ば
、
年
を
重
ね
て　

も
認
知
症
に
な
ら
な
い
と
思
う

②
昔
か
ら
あ
る
大
豆
か
ら
と
っ
た
核
酸　

は
新
鮮
さ
を
保
ち
人
間
の
細
胞
を
元　

気
に
す
る

③
世
の
中
に
は
、
身
体
の
健
康
に
は
気　

11
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を
使
う
が
、
心
の
方
が
強
い
憎
し
み　

や
怒
り
等
又
不
安
と
い
っ
た
思
い
を　

持
つ
か
ら
不
調
に
な
る
と
思
う

④
身
体
に
痛
み
し
び
れ
不
調
が
き
た

ら
、　

不
幸
の
始
ま
り
と
思
う

	

早
く
気
づ
い
て
人
間
関
係
の
修
復
が　

大
切
と
思
う

⑤
心
の
勉
強
は
心
の
栄
養
失
調
を
治
し　

て
い
く
こ
と
で
あ
る

	

心
の
栄
養
と
は
笑
顔
で
あ
り
、
親
切　

で
あ
る　

心
の
栄
養
を
出
す
こ
と

⑥
健
康
と
は
快
眠
、
快
食
、
快
便
で
あ　

る
と
思
う

⑦
病
気
の
根
源
は
霊
障
で
あ
る

⑧
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ
す
と
、
筋
肉
が　

緊
張
し
て
神
経
痛
を
作
る
と
思
う

⑨
短
気
で
怒
り
っ
ぽ
い
人
は
、
喘
息
に　

な
り
や
す
い
と
思
う

⑩
気
分
に
む
ら
が
あ
る
人
は
、
乱
視
や　

目
の
病
気
に
な
り
や
す
い
と
思
う

⑪
他
人
を
憎
ん
だ
ら
自
分
の
体
調
が
不　

良
に
な
り
何
も
か
も
良
い
方
に
は
い　

か
な
い　

目
に
見
え
な
い
世
界
も
応　

援
し
な
い
と
思
う

	

身
体
が
だ
る
く
き
つ
い
状
態
に
な
る　

と
思
う　

早
く
気
づ
い
て
心
を
穏
や　

か
な
状
態
に
戻
す
こ
と
だ
と
思
う

⑫
毎
日
有
難
う
の
心
を
続
け
て
い
け
ば
、　

人
生
健
康
で
過
ご
せ
る
と
思
う

⑬
心
の
中
の
悪
い
感
情
を
な
く
す
こ
と

	

憎
し
み
の
心
、
不
平
不
満
の
心
、
疑　

い
の
心
、
迷
い
の
心
、
妬
み
の
心
、　

心
配
の
心
、
怒
り
の
心
、
イ
ラ
イ
ラ　

す
る
心
、
せ
か
せ
か
す
る
心
を
持
つ　

と
体
調
は
悪
い
方
に
行
く
と
思
う

⑭
い
つ
も
正
し
い
心

⑮
皆
と
仲
良
く
調
和
し
て
感
謝
の
生
活　

を
す
る
こ
と

⑯
健
康
の
秘
訣
、
自
分
の
心
を
空
に
す　

る
こ
と
が
良
い
よ
う
で
す

健
康
で
肉
体
的
、
精
神
的
又
社
会
的
に

貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

い
わ
ば
、
生
き
が
い
を
も
つ
こ
と
が
幸

せ
な
日
々
を
送
れ
る
と
思
う

人
は
年
齢
を
重
ね
た
だ
け
で
、
老
い
は

な
い
と
思
う

現
在
80
代
に
な
っ
て
気
付
い
た
こ
と
は
、

理
想
を
な
く
し
た
時
に
老
い
る
と
思
う

希
望
あ
る
限
り
若
く
、
失
望
と
共
に
老

い
る
と
思
う

「
親
孝
行
」
と
い
う
と
、
今
の
若
い

人
た
ち
に
と
っ
て
は
古
く
さ
く
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
「
這
え
ば
立
て　

立
て
ば
歩
め

の
親
心
」
と
い
う
よ
う
に
、
親
は
わ
が

子
が
幾
つ
に
な
っ
て
も
成
長
と
幸
せ
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
親
心
こ
そ
、
自

然
な
愛
情
の
発
露
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
結
婚
し
な
い
男
女
が
増
え
、

共
稼
ぎ
で
子
ど
も
を
持
た
な
い
夫
婦
、

少
子
化
や
核
家
族
化
で
郷
里
を
離
れ
、

親
の
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
人
も
い
ま

す
。
親
孝
行
し
た
く
て
も
金
銭
的
、
時

間
的
に
余
裕
が
な
い
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
れ
も
親
不
孝
だ
と
決
め

つ
け
る
の
は
早
計
で
す
。
私
は
七
十
路

の
半
ば
を
超
え
て
気
付
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
真
の
親
孝
行
と
は
、
親
に
お

金
を
あ
げ
る
こ
と
や
面
倒
を
見
る
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
に
心
配
を

掛
け
ず
、
立
派
に
社
会
に
役
立
つ
人
間

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
親
は
願
っ
て
い

る
の
で
す
。
私
た
ち
の
精
神
は
悠
久
な

先
祖
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
家

庭
の
和
、
人
の
和
、
社
会
の
和
を
大
切

に
し
て
正
し
く
生
き
る
こ
と
こ
そ
が
、

人
の
生
き
る
道
で
あ
り
、
親
の
恩
に
報

い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

商
売
や
人
か
ら
受
け
た
相
談
事
を
通

じ
て
、
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
40
～
50

代
に
な
っ
て
気
付
き
ま
し
た
。
今
、
い

じ
め
な
ど
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
若
い
と
き
か
ら
争
い
事
を
す
る

と
老
後
は
幸
せ
が
訪
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
人
を
い
じ
め
る
と
相
手
か
ら
悪
い

思
い
が
き
て
、
互
い
に
体
調
が
不
調
に

な
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

一
方
、
若
い
と
き
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、

老
後
の
人
生
が
幸
せ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
貢
献
す
れ
ば
、
会
社
員
で
も

営
業
マ
ン
で
も
、
目
に
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
保
険
や
車
の
セ
ー
ル

ス
で
ト
ッ
プ
級
の
成
績
を
上
げ
て
お

り
、
皆
良
心
的
で
誠
実
で
あ
る
こ
と
に

私
は
気
付
き
ま
し
た
。

運
が
良
い
人
は
親
孝
行
と
社
会
貢
献

す
る
人
で
、
口
だ
け
う
ま
い
人
は
真
心

が
な
い
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。
人
情

も
大
切
で
す
。
両
親
と
、
世
話
に
な
っ

た
人
に
は
い
つ
も
感
謝
の
心
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
年
を
重
ね
て
、
人
間

関
係
の
大
切
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

心
を
信
用
で
き
る「
心
友
」は
一
人
で

い
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
消
え

て
健
康
的
生
活
が
で
き
ま
す
。
体
調
が

悪
く
て
健
康
診
断
を
受
け
て
何
も
異
常

が
な
い
場
合
は
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
父
母
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
き
、
運
も

見
方
を
し
て
く
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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・ イギリスの肖像画家は、初対面でも人を見
ると、その背後に亡くなった関わりのある
人たちの姿が見え、その人物像を描くとい
う。
 ～生前の写真と故人の肖像画を見比べる
と、驚くほど似ている。私も背後に視える
人物画を書いてもらったが、残念ながら人
物は不明？

・ 死者との再会を望むレイモンド・ムーディ
博士の「鏡視実験」の追試を行った。
 ～実験では、5人に一人は「光を見た。姿
を見た。恩師に会えた。母に逢えた」とい
う反応があった。

・ ドイツの物理学者ジェンコフスキー博士た
ちは、テレビの空きチャンネルに呼びかけ
て「霊界と交信」を行っている。
 ～霊界から送られる映像は24コマに1フレ
ームに交信画像が写るという。今は世界
12か国に交信実験者がいるという。

7）霊能者の脳を科学する
・ 「霊能者の霊視における脳内の活動はどう

なっているのか？」。脳内の科学機器によ
る測定実験を病院で1年半研究を行った。
 ～霊能者の脳内の前頭葉では、変性意識状
態に近いレベルになると、後頭部の視覚野
にイメージが次々に出現することが判明。
 　さらに、脳がボーッとして何も考えない
状態を「デフォルト・モード」といい、外
界からインスピレーションが届くとも言
う。

「人はなぜ生きる？」
心霊現象の研究は、単に霊がある、無しの

問 題 で は な い。「 人 は 何 の 為 に 生 き る の
か？」。この世でどんなに辛い試練に出会う
とも、悲しみ、苦しみ、絶望が大きいほど、
いわば「試練」の時こそ、魂は成長する。失
敗や挫折が大きいほど魂は強くなる。いわば
人生は辛くとも、魂の向上のために、言い換
えれば、霊格（人格）を磨くために生き、生
かされているのだともいえる。その気づきが
大切なのだが。要は現世に於いて、どれほど
の気づきがあり、「心」が磨かれ「魂」が向上
したのか、敢えて辛い試練が与えられる、い
わば人生試験のようなもので試されている。

因果の法則により、人は何度も輪廻転生を
繰り返し、魂を磨きつつ、より進化向上して
人格を高め、人間性を磨いて向上していく。
それこそが今生かされている人生の目的なの
だ。世のため、人のため、奢らず、謙虚に、
無償の愛で、すべてに感謝の心を持つなら
ば、魂はより高い次元へと向上していく。す
べての人々が高次元の魂になれば、人との争
いも、戦争も起こらず、平和な世界が実現す
るだろう。だが人々が目覚めるための道のり
は長くて遠い。私たちは、いま生きている。
否、生かされている。この人生「何のために
生きるのか？」その最も大切な気づきとは、

「魂を磨く」こと。
「人の歓びの分かる人、人の悲しみの分か

る人、人の心の分かる人」になりたい。

13
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できる霊能者による「百本ローソク」という
招霊の儀式を試みた。この撮影では人の目に
見えないものが写る紫外線カメラから、通常
のENGカメラ、さらに近赤外線や遠赤外線
カメラまで準備、しかも低周波や高周波測定
器、音響分析器、浮遊物を識別できる測定器
まで準備してオーブの撮影実験を行った。そ
こで夥しい球体が飛来する様子が撮影出来
た。霊能者曰く「オーブは霊魂です」。
＊（注）光とは電磁波の一種であり、目に見
えない200～380nmまでの波長を紫外光。可
視光領域は380～780nm。近赤外光は780nm
～2 , 500nm。それ以上、波長が長い光を遠
赤外光という。＊オーブは近赤外光で写るこ
とが判明した。

・ 事故物件のアパート（自殺）では、幽霊の
ような怪奇現象が現れるという住人からの
訴えで撮影実験した。
 ～各種の撮影機材を準備、特に高感度波動
測定器を使って撮影し、空間からオーブが
現れ、飛来して空間に消えゆく場面を撮影
できた。

・ 閉店に追い込まれた怪奇現象の店内を撮
影、廊下や天井裏ではオーブが数々と出
現、ラップ現象も夥しかった。
 ～この場所はかっての死体置き場だった。
そのため店員の自殺者も数人出たので閉店
せざるを得なかった。

4）死霊の検証
・ 高原の小屋で登山者が度々幽霊を目撃。警

察署で調べたらこの小屋で若い女性が殺さ
れた事件が判明した。
 ～その小屋の撮影取材でスタッフ5人全員
の声が出なくなり、下山して同行の霊感者
にお祓いしてもらい声が元に戻った。
 ～後日、この小屋も今はなく、霊感あるタ
レントの感受性テストをしたら殺人現場を
指摘した。今は未解決事件となっている。

・ 岐阜の団地で幽霊目撃や奇怪な事件が起
き、各局とも取材合戦となり話題が過熱し

た。
 ～我が取材調査では住宅建材説、地下の水
脈説、土地の歴史的因果関係説など調査し
たが、古戦場との因果関係を指摘した。
 私は高僧に土地のお祓を依頼。土地に纏わ
る因縁霊を除霊、浄霊の儀式を行ったら、
ピタリと怪奇現象が収まった。

5）憑依霊とは？
・ 仲間17人で旅行した際、旅館で心中した

女性霊が同行2人の霊媒体質者に憑依、怖
くなった男は逃げ、女はしきりに男の名を
叫ぶ。
 ～旅館は一切ノーコメント。徹底的に取材
したら投宿した男女の足取りや名前も判
明。その心中の顛末も明らかになった。

・ 台所に立つと憑依して苦しくなる主婦の訴
え。霊視した処、床下に遺体が埋められて
いるという。その地下3メートルを掘った。
 ～床下から二体の人骨を発見した。九州大
学で鑑定した結果、江戸時代の男女の骨と
判明。霊能者はいう、不義密通した男女
か？と。

・ 鎌倉時代の祭場の禁断の場所に潜入したと
ころ、滑って私の手に痛みが走った。医者
に罹ったが手のしびれがとれない。
 ～知り合いの霊能者に除霊、浄霊してもら
った処、翌日スッキリと治った。鎧兜を着
た武将が怒って憑いたというのだが。

6）霊界との交信は？
・ ブラジルの心霊画家は、有名人や素人まで

死んだ画家達が霊界から、現世の自分の手
足を使って絵を描かせるというのだ。
 ～暗闇でも手足を使って霊界からの指示で
絵を描くという。暗視カメラで撮影して出
来た作品を横尾忠則氏に鑑定してもらっ
た。
 「馴れれば描けないことはないが、その絵
が　ピカソ、マチス、ゴッホ、ルノアール
などの作風に描くのは難しい」との評。
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が深まり、霊界の研究により自費で映画「大
霊界」を製作した。私はテレビの特集番組を
制作、数々の取材した集大成として昨年に心
霊体験を執筆「あなたは信じますか？」を出
版した（青林堂）。
「私たちはなぜ、この世に生まれ、なぜ、

死に逝くのか？」・・・この命題を解く鍵こ
そ、私の使命でもある。

霊能者との出会い
縄文時代の死者の葬り方を見ると、「屈葬」

とか、墳墓の上に大きな石を載せる「支石墓」
と呼ばれるお墓がある。これから推察する
と、古代人は死者の魂を恐れたようだ。「古
事記」に出てくるイザナミが死んで、黄泉の
国へイザナギが追いかけてくる神話に通じ
る。仏教が伝来した奈良から平安時代になる
と、死者の霊魂観が怨霊や幽霊となり、やが
て江戸時代には因縁の怪談話として巷に流行
した。

しかし何時の時代でも愛する人や肉親への
思慕から、「死んだ人に一目会いたい！」と
いう想いが募り、青森県の「いたこ」や沖縄
の「ゆた」、「のろ」という死者の言葉を伝え
る職能者が登場した。

私は国内のみならず海外の特異能力者330
余人を取材したが、イカさまも居た。死者と
対話ができるという優れた霊能力者にも出会
った。

酷寒の氷柱下がる霊山で滝行に身を曝すひ
とりの修行者の姿を垣間見たことがあった。
その行者は古神道の家系に生まれ、幼少の頃
に大病に罹り生死をさ迷ってから感得を得
て、各地の修行場で修行をしているという。
人を見抜く心眼は他の追従を許さない霊能力
者であった。霊界からのメッセージを巻紙に
筆ですらすらと書く、いわゆる「自動書記」
や死者の「霊言」も伝えていた。自らの死も
予言して「そろそろお迎えが来る。自分が死
ぬときは、雷鳴が鳴る」。旧盆の8月15日に
亡くなったが、その棺を霊柩車に載せたとき
雷鳴が響いて、参列者一同騒然とした。
「我が強い人間は運気を悪くする。カガミ

からガ（我）を取ればカミ（神）になる」深い

言葉である。

もう一人、死者と対話できる霊能おばあち
ゃんがいた。私が知り会った時は御年84歳。
初対面でいきなり「あなたのご先祖が先ほど
からここに来ている」と言う。私は素直には
信じない性格で、「いつ頃の人ですか？」と
聞くと、「江戸時代だ」という。「何か証拠に
なるものは？」と聞くと、「母方のご先祖で
裃に家紋が見えますよ」という。私は「その
家紋を描けますか？」と聞くと、素早く傍に
あった紙に家紋を描いた。「ピッタリ！」と
思わず驚嘆の声を上げた。後に家紋を調べた
ら、実に家紋は1万種以上ある。

1）死の瞬間とは？
母の臨終の際に、「おばあちゃんの身体か

らモヤのようなものが抜けていく！」と、高
校生の娘が叫んだ。付き添いの家政婦も「あ
ら、ホント！」と、同様に天井を見上げた。
そこへ看護師や医師らが病室に駆け込み、し
ばし母の臨終を忘れてモヤ状のものは「何
処、どこ？」と声を上げた。しばらくして医
者は我に返り、脈拍や瞳孔をみて死亡宣告を
した。わが国では昔から「魂の緒、欧米では
シルバーコード」と呼んでいる。

2）臨死体験とは？
心臓停止から蘇生するまでの体験談だが、

一般的に暗いトンネルを抜けると光輝く世界
や三途の川、花畑とか、亡き家族や友人たち
が迎えに来るケースが一般的である。臨死体
験者の取材では、医学的に脳内現象説や対外
離脱説など、さらに宗教的、心霊現象の立場
と意見が様々である。

3）「オーブ・ORB」＝霊魂か？
1996年、テレビで初めて、「オーブ（ORB）

は霊魂か？」との特番を放送した。当初、私
はテレビカメラに謎の球体が写ることに着目
し、神社の境内で招霊実験を試みた。霧状の
靄の中に白い球のようなものが写り込んだ。
だが、浮遊する塵やごみの類に過ぎないとい
う否定的意見が多かった。さらに霊魂と対話
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はじめに
ロシアがウクライナに侵略し、ガザ地区で

はハマスがイスラエルを急襲し、戦争が勃発
した。連日、茶の間のテレビでは、幼い子供
達まで命が奪われている悲惨な現状を見て胸
が締め付けられる思いがする。戦争は勝って
も負けても、共に悲劇だ。瓦礫の街の有様を
見て、かって私たちが体験した戦時下の悲惨
な情景が蘇ってくる。

昭和20年3月、東京大空襲ではアメリカ軍
の爆撃機B29から投下された焼夷弾によっ
て、十万五千人の命が奪われた。都内の罹災
者は百万人に達したという。黒焦げになった
死体が転がっていた光景は、未だに私の脳裏
に焼き付いている。「死とは？」この命題が
私の原点となった。

都心で生まれた私は皇居にほど近く、子供
の頃の遊び場は日比谷公園だった。戦時中の
私は国民小学校2年生でズボンの裾にゲート
ルを巻き、血液型を胸に貼り、防空頭巾をか
ぶって登校した。サイレンが鳴るたびに授業
は中止。遂に学校も焼け落ち、我が家もすべ
てが廃墟と化した。

8月15日、天皇陛下の玉音放送を聞き、大
人たちはすすり泣き、遂に日本は敗戦となっ
た。当時、皇居では戦禍もなく、樹木が青々
と生い茂っていた。その光景は巷の焼け跡と
は対照的だった。「国破れて山河あり、城春

にして草木深し」、杜甫の詩の如くに。

戦地から復員した父は職もなく、国からの
援助も一切ない。家には食べるものも無く、
いつも腹ペコで栄養失調、年中鼻をたらして
いた。父から木の実や土手の雑草の食べ方を
教わった。母は嫁入りの着物を僅かばかりの
お米に代えた。腹を満たすために田舎へ疎開
して田畑を借り、自給自足の生活をはじめ
た。授業では教科書も鉛筆もなく、殆ど三年
生まで私は勉強した憶えがない。勉強より食
べるために小学校を6回も転校せざるを得な
かった。

戦争は自然災害の地震とは違う。国の為政
者は知恵を働かせて戦争だけは絶対に避けね
ばならない。戦争は勝者も敗者も共に悲劇だ
から。

「死は無か？」
今日、人が死ぬと身体は火葬され灰にな

り、亡骸となる。しからば、死は無か？　こ
の命題を解く為に、私は心霊研究に60年間
を費やした。その結論は「人は肉体と精神と
魂との三位一体」との確信に至った。

霊界のスポークスマンを自認していた俳優
丹波哲郎氏は、戦時中、本土爆撃で来襲する
米軍機を撃退する陸軍の高射砲隊に配属され
たという。この実戦体験から死に対する思考

魂の向上とは？
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